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多様な使い方を提供するさまざまなしつらえ

芝生広場や大学を巻き込んだ
イエとはらっぱのあいだの空間の創出

六甲駅方面から
来る人を出迎え
シンボルとなるカタチ

この建築には様々なし
つらえが存在する。
バラバラな形の場所が
存在するのだ。座った
り、くぐったり、昼寝した
り、場所に合わせた多
様な体験が生まれる。

イエと六甲山をモチーフ
にした神戸山麓ならでは
のスケールをもった建築

今までの大学には、昼寝できる場所が
なかった、子供が遊べる場所がなかっ
た、なんのために使うかわからない場
所がなかった。そんな新しい場所が大
学に新しい価値をもたらす。

多様なしつらえの
繋がりが
あいだの体験の
連続を生む。

山の景色になじみ、
どこか馴染みある
イエのよう。

今までの大学にはない
新たな価値をもつ
場所の連続
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高さごとに異なる
体験の連続

＋455mm
ベンチとして
座る・もたれかかる

＋910mm
子どもがくぐり抜ける・
ひじ置きにして
立ち話を誘発する

＋1820mm
子どもの隠れ場・
大人の休憩場としての
ベンチと屋根

＋3185mm
芝生広場へ
通り抜ける・
みんなの目印となる

＋910mm
昼寝できる・
よじ登る・

地面とはなれる

＋2275mm
視線を遮る・

少し屈みながらくぐる

＋455mm
くつろいで読書できる・

仕切られた空間で
一人になれる

＋0mm
地面に座って

膜にもたれかかる
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屋根：
不燃膜材料

構造用合板 t=24mm

構造用合板 t=60mm

柱：
木材保護塗料
ヒノキ 60×60mm
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棟木 柱：
木材保護塗料
ヒノキ 60×60mm
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詳細
断面図

1:20膜素材 木材 芝生広場

× ×
イエと
はらっぱの
あいだの
空間に

膜構造と
木造構造体が
支え合い
もたれあう。

MATERIALSTRUCTURE

体制の特徴

費用

不燃膜材料
ヒノキ材
構造用合板
固定用金具

設計料

23.40

面積 (m²) 単価 (円/m²) 費用 (円)

38.85 (m)
37.26
-

25000

4000
900 (/m)
2000
10000

93600
34965
74520
10000

238085 円総費用

張力によるつり合い 強風時の対応

学生9人による制作 地元工務店とコラボ

+

強風時に畳めるような設計である

学年・専門分野を超えた
強力しあう制作過程の価値創造

棟木と壁体を
簡単に分解可能
にする構造に
することで、
強風時には
簡単に膜を
畳めるようにする

木造×膜構造とすることで、神戸
らしい軽さをもった建築となる。
張力により地面に強固に固定される。

B3~M2の学年が違う学生9人が、
それぞれの意匠・構造に対する
専門性を生かして設計から
制作までを一貫して協力して行う。

・工法の相談
・木材加工のご協力
・材料提供
の面で、地域イベント等で
繋がりのある地元工務店さんに
ご協力をお願いする。
地域の方々も巻き込んだ制作。

木造
×
膜構造
×
地面固定

大学
×
学生
×
地元工務店

棟木と
壁体を分解

張力

張力

地面に固定

N

空をじっくり
見るのも久しぶり...

こうやってご飯
食べるのっていいな

今日のゼミ
楽しかったな...

散歩の休憩
しよう...

研究の報告
気が重いなあ...

ぼーっ...

少しよじ登ったら
いろいろなところが見える!

雨...?

２０２０年の前期、あまりにも
家の中にいる時間が長すぎ
た。一人暮らしの学生たちは
狭いワンルームマンションに
引きこもり生活を余儀なくされ
て、誰とも話さず終わる日が
続いた。
そこで、この提案では疲れきっ
たステイホーム＝イエの概念を
覆す場所を提案する。

訪れた人は、まるでイエにい
るような行動を、はらっぱのよ
うな自由な場所の中で出来る。
ちょうどいい居心地を探す。

ひとりの場所をつくりながらみ
んなつながっているような、イ
エとはらっぱのちょうどあいだ
のような場所が必要とされる。

イエとはらっぱの
ちょうどあいだ。

敷地

コンセプトと提案
1.イエはしんどい場所じゃない

2.大学に今までなかった
なんでもしていい
はらっぱのような場

3.地域の人みんなが使える
多様性を持った場所

コロナ禍で家にいるのが嫌になる
人も多い。だからこそ今あるべき
イエのようにくつろげる場を提案。

昼寝や遊びなど、今までの大学には
ない新たな価値を生む活動を誘発。

学生だけではなく子供が遊んだり
地域のお年寄りの方が休憩する
ときにも使える多様性ある場所に。

平面図
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